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児童生徒への障害の理解を図るための教材にはどのようなものが考えられるのか？

【研究を行った背景】

　近年の特別支援教育の流れの中では、個々の子どもに対応し社会全体で子どもに教育的な支援を
行っていくという考え方が重要になります。そのためには、子どもにかかわる人々の障害への理解
が不可欠となっています。

【研究結果】

　障害理解を図るための教材として、ブックレットの作成を行い。障害理解のツールとして６つの
点について留意して作成しました。

　　①内容への親しみやすさ　　　　　　　　②ストーリーのわかりやすさ
　　③キャラクターの親しみやすさ　　　　　④文字の分量
　　⑤メッセージの伝わりやすさ　　　　　　⑥言葉遣いの適切さ

ブックレットに登場するキャラクターの例

【研究結果からの提言】

　障害の理解を扱う場合にも子どもの発達段階や、理解の度合いの個人差にあわせて内容を吟味す
る必要があります。

　障害理解を図るための教材は、主に

　　①障害の知識を深めるもの
　　②障害の疑似体験を行うもの
　　③障害のある人のある場面で感じる気持ちを想像するもの

をあげることができます。

　この研究では、主に小学校の低学年の児童向けの教材をターゲットとしたことから、あまり障害
のある人とない人の差異を強調するのではなく、ブックレットを通して障害のある人が困る場面の
心情を想像し自分に置き換えながら、その気持ちを共有できる教材がこの年齢段階の子どもに必要
ではないかと考えました。

　また、授業などで取り組まれた内容が時間をおかずして、子どもに影響することは難しいので、
これらの取り組みをきっかけとして、長期的な視野で子どもの障害に対する理解について見守る必
要があると考えています。

【研究結果の効果・効用】

　この研究の成果は、教材としてはブックレット「なにができるかな？なにかできるかな？」（試
作版）に、ブックレットを作成するにいたるまでの検討内容と、作成後に研究協力校で実践いただ
いた内容については、平成 17 年度　課題別研究「通常の学級における障害理解のためのツール開
発に関する研究」研究報告書にまとめました。

　ブックレットは総合的な学習の時間や道徳の中で行う障害理解の授業での活用が可能ですし、研
究報告書からは、障害の理解がどのように考えられているのか、教材を作成をするために考えるべ
き点、また、授業を組み立てる上で必要な幾つかの知見を得ることができます。
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【研究結果の活用】

　研究活動の中で作成したブックレット「なにができるかな？なにかできるかな？」を、興味を持っ
て頂いた先生に配布し、小学校などの総合的な学習の時間や道徳の
授業に活用してもらい、実際の使い方などについてのフィードバッ
クを頂いています。

　この研究は１年間の限られた期間での検討であり、ブックレット
は試作版という位置づけです。

　今後、研究分担者の個人研究の中で、この障害の理解についての
知見を深め、新たな「なにかできるかな？なにができるかな？」を
作成する必要があると考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブックレット試作版
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